
別紙２ 

戦略的スマート農業技術の開発・改良 
書類及び面接審査基準 

【審査ポイント】 

審査項目 審査の視点 審査基準 

１．技術内容の
有効性・新規
性・優位性 

技術開発・改良の内容について、 
〇有効性 

農業生産性の向上に係る諸課題の解決やスマー
ト農業技術の推進につながる技術開発・改良とな
っているか。
〇新規性
現行の技術水準や関連分野の研究開発状況を踏

まえて、スマート農業技術の観点又は農業生産性
向上の観点から新規性が認められるか。 
〇優位性 
技術水準が高く類似する研究成果がすでに存在

する場合、既存技術と比べて高性能・高能力又は技
術的優位性を持つ研究であるか。 

Ａ：高い 
Ｂ：やや高い 
Ｃ：標準的である 
Ｄ：やや低い 
Ｅ：低い 
の５段階で評価を行う 

２．研究開発目
標の明確性・達
成可能性 

〇課題設定の明確性 
目標達成に向けた課題設定が適切かつ明確であ

るか。 
〇目標の妥当性 
研究開発・改良目標は定量的に示されており、か

つ妥当な水準となっているか。 
〇達成可能性 
研究開発・改良終了時までに達成が可能な目標

であるか。 

Ａ：高い 
Ｂ：やや高い 
Ｃ：標準的である 
Ｄ：やや低い 
Ｅ：低い 
の５段階で評価を行う 

３．現場ニーズ
に対する販売・
普及戦略の妥
当性 

〇現場ニーズの把握 
開発・改良段階において、生産者をはじめ現場ニ

ーズを的確に捉えられる計画であるか。 
〇普及戦略の妥当性 
研究成果の社会実装に向けた販売又は普及戦略

が明確であり、実践的なものであるか。 
〇ビジネスモデルとしての水準 
研究成果の現場導入にかかる計画がビジネスモ

デルとして成立・定着する見通しのある水準とな
っているか。 

Ａ：妥当 
Ｂ：概ね妥当 
Ｃ：一部見直しが必要 
Ｄ：見直しが必要 
Ｅ：妥当でない 
の５段階で評価を行う 

４．研究開発・
改良技術の普
及範囲・汎用性 

○研究開発・改良する技術の普及対象範囲が、生産
者数や市場シェアの観点から見て多くの生産者
（国内外含む）が活用できる広範なものとなって
いるか。
○研究成果が、様々な品目・作業に汎用的に活用で
きる可能性がある（又は将来性がある）ものである
か。また、技術的コスト低減にもつながることを、
目標値を示して明確に記載しているか。

Ａ：妥当 
Ｂ：概ね妥当 
Ｃ：一部見直しが必要 
Ｄ：見直しが必要 
Ｅ：妥当でない 
の５段階で評価を行う 



 

５．研究計画の
妥当性 

〇スケジュール 
 年度毎の研究実施計画及び目標等は具体的で実
現可能であるか。 
〇項目ごと計画の明確性 
 各研究開発・改良実施項目の研究実施期間が適
切であり、項目間のつながりが明確であるか。 
〇コスト面 
 費用対効果の面から研究コストが適切な水準で
あるか。また、予算配分が効率的であり、人件費、
設備備品費及び外注費等で不要な経費が計上され
ていないか。 

Ａ：妥当 
Ｂ：概ね妥当 
Ｃ：一部見直しが必要 
Ｄ：見直しが必要 
Ｅ：妥当でない 
の５段階で評価を行う 

６．研究実施体
制 

〇役割分担 
 社会実装に向けた参画機関数や連携が適切であ
り、また、参画機関の能力に応じた役割分担が適切
に行われているか。 
〇研究実施能力 
 研究開発・改良を実施する研究総括者や参画研
究者、企業又は研究機関のこれまでの業績等から
見て、確実に研究遂行能力があると認められるか。 
〇現場への普及 
 研究開発・改良技術の製品化（事業化）を担う民
間企業の事業体制や普及体制が築かれているか。
また、開発・改良技術の活用が想定される産地・地
域の普及組織（行政機関や JA 等）が参画し、現場
普及に向けた適切な連携体制が築かれているか。 

Ａ：適切 
Ｂ：概ね適切 
Ｃ：一部見直しが必要 
Ｄ：見直しが必要 
Ｅ：適切でない 
の５段階で評価を行う 

７．研究開発目
標や研究計画
方針の整合性 

〇設定課題との整合性 
設定した研究課題と研究開発目標及び研究計画

に整合性があるか。 
〇農業政策との整合性 
農業政策上の重要課題の解決に効果的につなが

る取組内容となっているか。 

Ａ：適切 
Ｂ：概ね適切 
Ｃ：一部見直しが必要 
Ｄ：見直しが必要 
Ｅ：適切でない 
の５段階で評価を行う 

（注１）「２．研究開発目標の明確性・達成可能性」、「５．研究計画の妥当性」及び「７． 
研究開発目標や研究計画方針の整合性」については、Ａは 10 点、Ｂは 7 点、Ｃは 5 点、Ｄ 
は 2 点、Ｅは 0 点とし、その他の審査項目については、Ａは 5 点、Ｂは 4 点、Ｃは 3 点、 
Ｄは 2 点、Ｅは 0 点とし、50 点満点で評価点を算出する。 

（注２）審査点数が満点の６割未満の点数の応募課題は採択しない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
【加算ポイント】 

加算の視点 基準 

１．みどりの食料システム戦略（～食料・農林水産業の生産力向
上と持続性の両立をイノベーションで実現～）の推進に資する
研究課題 

（１）資材・エネルギー調達における脱輸入・脱炭素化・環境負
荷軽減の推進に資する研究課題 

（２）イノベーション等による持続的生産体制の構築に資する研
究課題 

（３）ムリ・ムダのない持続可能な加工・流通システムの確立に
資する研究課題 

（４）環境にやさしい持続可能な消費の拡大や食育の推進に資す
る研究課題 

該当する場合は、２点を
加算する。 

ただし、複数の分野に該
当しても、重複加算は行わ
ない。 

２．参画する民間企業がマッチングファンド方式（研究費の一部 
を企業負担）を実施する場合 

該当する場合は、３点を
加算する。 

３．地域金融機関等のコンソーシアムへの参画状況 
（１）地域金融機関等がコンソーシアムに参画し、研究実施計画

に研究・検証等を実施することが明確に記載されている場合 

該当する場合は２点を
加算する。 

（２）地域金融機関等がコンソーシアムに参画していないが、協
力機関として専門的な助言等を実施する役割が明確に記載さ
れている場合 

該当する場合は１点を
加算する。 

４．設定した重点領域への研究課題の合致状況 
（１）重点領域カテゴリー１に属する技術に貢献が見込まれる 

場合 
（２）重点領域カテゴリー２に属する技術に貢献が見込まれる 

場合 
（３）重点領域カテゴリー３に属する技術に貢献が見込まれる 

場合 

（１）に該当する場合は、
５点を加算する。 
（２）に該当する場合は、
３点を加算する。 
（３）に該当する場合は、
１点を加算する。 

ただし、複数の領域に該
当しても、重複加算は行わ
ない。 

 

 

  



 

重点領域 

分野 重点領域 

カテゴリー１（５点） カテゴリー２（３点） カテゴリー３（１点） 

作物共通 一度の飛行で広範囲の農

薬散布が可能なドローン 

低コスト・小型法面自動

草刈機 

病害虫・生理障害発生予

察技術 

株間・畝間除草ロボット 病害虫・発病リスク診断

技術に基づくスポット農

薬散布技術 

土地利用型

作物 

水田自動水管理システム 両正条田植機（畝間・株

間が均等になる田植技

術で、雑草防除がしやす

く有機栽培への活用が

期待） 

牧草の刈取りから乾燥、 

ロールベール成型までの 

自動作業機 

露地野菜 自動収穫ロボット 自動灌水装置 調製作業（皮剝き等）の 

自動化ロボット 

施設園芸 自動収穫ロボット 大気中の CO2 を回収し、

施設園芸の生育促進に

活用する技術 

施設内環境制御装置 

農薬散布ロボット 

果樹・茶 薬液が葉裏にも届くドロ

ーン農薬散布技術 

自動収穫ロボット 摘粒・摘果の自動化ロボ

ット 

剪定・枝管理ロボット 

畜産 カメラによる個体識別・体

重測定技術 

個体情報と連動した個

体別自動給餌機 

温湿度や有害ガス等の自

動管理設備を備えたスマ

ート畜舎 

※既に農林水産省の研究資金で着手しているものがある場合には、対象品目が異なる、又は技術

の構成・作動方法が異なることで大幅な性能向上が見込まれる場合に限り加点する。 


